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準研究機関が参加しました。この比較では、微
量水分領域でも再現性・安定性のよい測定がで
きるキャビティリングダウン分光法に基づく計
測器が比較用仲介器として採用されています。
2010年にすべての実験が終了し、2011年には報
告書が作成されました。この比較によって、各
国の微量水分標準の国際的同等性が不確かさの
範囲内で確認され、発生可能な微量水分量の最
小値および不確かさの観点から、NMIJの微量
水分標準が世界トップレベルにあることも確認
できました。

今後の展開
今回の国際比較は欧州国家計量標準機関協会

が主催するパイロット比較でしたが、その結果
を踏まえて、今後は国際度量衡委員会のもとで
行われる基幹比較*の実施に向けた議論が活発
化すると考えられます。そのような議論にも積
極的に参加し、基幹比較の実現に向けて協力し
ていく予定です。そして基幹比較に参加するこ
とで、NMIJの微量水分標準の信頼性をさらに
高め、ほかの多くの国々にもそれを承認しても
らい、世界的にも質が高いと認められた確かな
標準を国内に供給していくことで、製品製造や
科学の分野で行われている微量水分計測の信頼
性の向上に貢献していきたいと考えています。

世界トップレベルのガス中微量水分標準
他国の標準との比較で確認された国際的同等性と高い信頼性

微量水分計測の社会ニーズと問題点
半導体デバイスや二次電池の製造分野では、

材料ガスや雰囲気ガス中に残留する水分が製品
の性能と歩

ぶ ど

留まりに大きな影響を与えるため、
ガス中微量水分の計測が重要な課題となってい
ます。そのため、それらの製造分野では、さま
ざまな種類の微量水分計が使われていますが、
計測器を校正する上での根幹となる微量水分標
準が最近まで未整備だったため、信頼性の高い
計測結果を得ることが難しい状況が長年続いて
いました。近年になって、日本を含むいくつか
の国で微量水分標準の整備が進み、その結果計
測の信頼性が格段に向上しました。しかし、そ
れらの標準は国ごとに個別に開発・管理されて
いる状況にあり、他国の標準との同等性が確認
されていないという問題がありました。

国際的同等性
各国で確立された微量水分標準の国際的同等

性を確認する目的で、予備的な国際比較（パイ
ロット比較）が2007年にスタートしました。こ
れは微量水分領域（<1000 nmol/mol）で行われ
た世界で初めての国際比較であり、これには英
国物理学研究所（NPL）、ドイツ物理工学研究所

（PTB）、米国標準技術研究所（NIST）と産総研・
計量標準総合センター（NMIJ）の4つの国立標

図 1  ガス中微量水分の標準発生装置

阿部 恒
あべ ひさし

計測標準研究部門
温度湿度科
湿度標準研究室
研究室長

（つくばセンター）

入所以来、窒素ガス中微量水分
の測定標準と計測法に関する研
究および開発に取り組んできま
した。今後は研究の対象を窒素
以外のガス種にも広げるととも
に、中・高濃度領域での湿度に
関する研究・開発にも取り組ん
でいきたいと考えています。
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● 用語説明

＊基幹比較：各国の国家標
準の同等性を確認する比較
試験で、国際度量衡委員会
の下に設置されている各計
量分野の諮問委員会および
地域計量組織が実施してい
ます。

薄膜材料の熱拡散率と界面熱抵抗の測定方法

図 2  国際比較の結果
NIST1 と NIST2 は国際比較を行っている期間内での最初
と最後の測定結果をそれぞれ表す。それらの差が不確かさ
に比べて十分小さいことから、期間内における比較用仲介
器のドリフトは無視できることがわかる。
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